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，告

史
料
館
所
蔵
の
唐
箕
に
つ
い
て

ω

(
3
)
農
具
商
京
屋
に
つ
い
て

史
料
館
所
蔵
の
唐
箕
は
、
大
阪
農
人
橋
(
現
大
阪
市
中
央

区
)
で
農
具
商
を
営
ん
で
い
た
京
屋
で
製
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
京
屋
は
い
つ
頃
か
ら
存
在
し
、
ど
の
よ
う

な
農
具
商
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。

『
東
区
史
・経
済
編
」
の
中
で
は
、
「
遠
く
鑑
公
時
代
か
ら

良
人
町
で
製
造
販
売
し
て
い
た
も
の
で
(
硲
)
明
治
初
期
の

頃
に
は
農
人
橋
二
丁
目
に
京
屋
Z
u兵
衛

・
同
消
兵
衛

・
同
治

兵
衛
、
ま
た
農
人
橋
詰
町
に
(
略
)
」
と
、
唐
箕
及
び
万
石
と

お
し
が
豊
臣
秀
吉
の
時
代
(
桃
山
時
代
)
か
ら
製
造
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
記
載
し
、
明
治
初
年
頃
に
は
農
人
橋
に
京
屋
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
畳

公
時
代
か
ら
農
具
商
が
存
在
し
た
と
い
う
内
容
が
、
『
東
区

史

・
経
済
編
」
で
は
向
の
出
典
に
よ
っ
て
の
記
載
か
が
不
明

の
た
め
、
京
屋
の
存
在
を
明
治
初
年
に
し
か
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
な
い。

し
か
し
芳
井
敬
郎
氏
の

「農
具
商
に
つ
い
て
の
畏
具
論
的

考
察
」
の
論
文
に
よ
る
と
、
農
人
橋
京
屋
七
兵
衛
の
名
刺
元

禄
七
年
(
一
六
九
四
)
十
月
の
水
帳
に
初
出
す
る
と
い
う
。

史
料
館
研
究
員

望

友

月

きJtlJこ
ょをれ
う、{こ
ロ少よ
なっ
くて
と
も農
元人
禄橋
年に
間京
ま屋
での
さ存
か在
のが
ぽ確
る認
こさ
と j，
カヲた
で!時

さ
て
そ
れ
以
前
の
年
代
に
な
る
と
、
大
蔵
永
常
の

『脱
臭

便
利
論
」の
中
に、

踏
車
の
製
作
に
つ
い
て
、
「
江
文
年
中
(一

六
六
一

1
一
六
七
二
)
よ
り
大
坂
良
人
柄
の
住
、
京
昆
七
兵

@
 

衡
、
同
情
兵
衛
と
い
え
る
人
(
略
)
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
、

批
定
の
減
で
は
あ
る
が
、
京
産
の
存
在
を
輩
臣
秀
吉
の
時
代

に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
山
田
具
便
利
論
の
記

載
内
容
、
そ
し
て
干
歯
級
き

・
万
石
通
し
の
発
明
や
唐
箕
の

導
入
が
元
禄
時
代
以
前
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
京
毘
の

名
が
水
阪
に
初
出
す
る
元
禄
七
年
よ
り
、
む
う
少
し
以
前
の

寛
文
年
間
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。次

に
京
屋
は
ど
の
よ
う
な
段
具
を
闘
い
し
て
い
た
か
。
『
浪

翠
百
事
談
』
に
は
、
「
今
も
千
石
筋
万
石
ど
お
し
と
い
ふ
、

米
穀
の
ぬ
か
を
と
る
具
と
文
竜
骨
車
と
よ
ぷ
段
具
の
水
車
な

ど
を
製
せ
る
職
高
あ
り
(
略
)申
」
と
あ
り
、
万
石
と
お
し

・

踏
車
(
竜
骨
車
)
な
ど
の
大
型
農
具
の
品
が
取
り
上
げ
ら
れ

一
ソ
行

川

発

蔵

バ

衡

三

に

聞
兵

e
R
J
7
=
 

J

回
生
国
船
島

一
寺

町

柑

京

0

3

t

 

一
箕
一
川
町
叫

山川

一
唐

-一
一
農

ゴ

坂

色

r
一

地

大

て
い
る
。
ま
た
江
戸
期
の
広
告
用
の
刷
物
に
む
、
京
屋
で
販

売
さ
れ
て
い
る
薦
品
と
し
て
、
『
浪
輩
百
事
談
』
と
同
じ
よ
う

に
、
大
型
農
具
の
唐
箕

・
絡
事

・
竜
骨
車

・
千
石
と
お
し
な

ど
の
名
が
見
ら
れ
る
(
右
図
)
。

こ
れ
ら
の
品
は
当
時
の
値
段
で
言
え
.
は
か
な
り
高
悩
な
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
取
り
扱
う
こ
と
を
考
え
て
も
、
農

具
商
京
屋
の
規
艇
の
大
き
さ
が
容
易
に
惣
像
さ
れ
る
。

(
つ
づ
〈
)

《註
v

①
『
東
区
史
経
続
編
』
一
九
四
一
年

②
芳
井
敏
郎
「
山
贋
呉
商
に
つ
い
て
の
民
異
論
的
考
察
」

『
日
本
常
民
文
化
研
究
所
調
査
報
告
」
第
八
集

一
九
八

一
年

大
蔵
永
常
「
農
具
使
利
論
」
『
日
本
操
業
全
集
』
第
十
五

巻唐
箕
の
導
入
時
期
は
、
従
来
の
説
で
は
元
禄
年
間
と
さ

れ
て
き
て
い
た
。
し
か
し
会
津
政
省
(
貞
享
元
年
刊
)

で
は
、
す
で
に
唐
箕
の
使
用
が
、
貞
享
の
頃
(
二
ハ
八

四
1
)
に
は
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

「
浪
輩
百
事
談
」
『
門
口
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
第
一
巻
一

九
二
九
年

「守
山
市
史
』
上
巻

③ ④ ⑤ ⑥ 

一
九
七
四
年



東
灘
考
古
学
文
献
目
録
稿
口

二
、
大
正
か
ら
昭
和
+
九
年
ま
で

こ
こ
数
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
藤
ノ
木
古
境
や
吉
野

ヶ
里
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
数
多
く
の
考
古
学
に
関
す
る
ニ
ュ

ー
ス
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
大
発
見
」

も
含
め
て
全
国
各
地
で
行
な
わ
れ
た
発
抑
制
査
の
総
数
は
、

一
年
間
に
四
、
五
千
件
に

b
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
発
抑
制
査
の
大
半
は
、
研
究
目
的

の
調
査
で
は
な
く
、
開
発
な
ど
に
伴
う
制
査
で
あ
る
が
、
た

と
え
ど
の
よ
う
な
捌
査
で
あ
っ
て
も
成
県
の
記
録
を
後
世
に

践
す
こ
と
が
原
別
で
あ
る
。
発
問
問
の
記
録
は
、
報
告
白
と
し

て
公
開
さ
れ
る
べ
き
と
言
え
る
。

大
正
八
年
、
本
格
的
な
文
化
財
保
離
の
法
律
で
あ
る
「
史

蛸
名
勝
天
然
記
念
物
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、

全
国
的
に
そ
の
指
定
お
よ
び
淵
資
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
兵
即
県
で
も
大
正
」
l

五
年
に
委
員

会
を
也
い
て
調
査
が
始
め
ら
れ
、
そ
の
成
採
は
現
在
の
調
査

と
同
じ
よ
う
に
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

密
」
(
全
十
六
輯
)
に
ま
と
め
ら
れ
、
刊
行
さ
れ
た
。
古
噴
、

陵
墓
、
寺
社
な
ど
の
史
跡
や
名
勝
、
天
然
記
念
物
の
調
査
研

究
が
そ
の
主
な
内
容
で
あ
る
。
こ
の
報
告
白
め
第
四
輯
に
は
、

f
e
z

z
 

渡
辺
多
仲
氏
に
よ
っ
て
処
女
四
時
古
境
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
官
公
庁
の
手
に
よ
る
捌
査
が
進
む
一
方
で
、

地
面
に
露
出
し
た
遺
物
を
集
め
て
こ
つ
こ
つ
と
記
録
を
残
し

て
い
る
在
野
の
研
究
者
の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
よ
う
な
研
究
者
の
一
人
、
紅
野
芳
雄
氏
は
家
業
を
営
む
か

史
料
館
湖
庇
員

柏

原

民

正

た
わ
ら
、
阪
神
間
を
く
ま
な
く
歩
き
回
っ
て
遺
物
採
集
を
行

な
っ
た
。
氏
の
踏
査
記
録

『考
古
小
録
』
に
は
採
集
の
記
録

が
周
辺
の
状
況
と
合
わ
せ
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
考
古
小
録
』
は
、
氏
の
他
界
後
、
西
宮
史
談
会
の
手
に
よ

っ
て
出
版
さ
れ
た
が
、
今
で
は
市
街
地
化
し
て
全
く
う
か
が

え
な
い
遺
跡
も
多
く
、
そ
の
当
時
の
僚
子
も
数
多
く
伝
え
て

お
り
、
今
も
な
お
多
大
な
恩
恵
を
現
在
の
研
究
者
に
も
た
ら

せ
て
い
る
。
在
野
研
究
者
の
執
念
や
思
う
べ
し
、
と
い
え
よ

う
か
。
現
在
の
東
灘
区
峨
に
お
け
る
記
述
の
中
で
は
、
大
正

也

五
年
に
行
な
わ
れ
た
岡
本
八
附
谷
古
漬
の
発
調
調
査
記
録
が

特
に
貨
盤
で
あ
ろ
う
。

昭
和
に
入
る
と
、
背
銅
探
の
発
見
が
相
次
ぐ
。
昭
和
九
年

住
吉
村
の
渦
が
森
で
道
路
の
補
修
工
事
中
に
銅
鍔
が
出
中
、

連
絡
を
受
け
た
京
大
教
俊
梅
原
米
治
氏
が
現
地
で
動
を
行

な
っ
て
い
る
。
こ
の
銅
鐸
に
は
内
側
に
環
が
つ
い
て
お
り
、

銅
鐸
の
用
途
を
決
め
る
上
で
盟
要
な
発
見
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
昭
和
十
六
年
に
、
保
久
良
神
社
境
内
の
西
側
の
畑

か
ら
時
捕
が
み
つ
か
っ
た
。
保
久
良
神
社
は
か
ね
て
か
ら
多

ー

:

く
の
遺
物
が
採
集
さ
れ
、
ま
た
古
代
の
祭
杷
遺
跡
で
あ
る
懲

《
白骨

E

座
と
考
え
ら
れ
る
巨
石
鮮
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た

が
、
銅
文
の
発
見
を
浸
け
て
同
年
、
国
学
院
大
学
の
樋
口
消

之
氏
ら
が
境
内
を
調
蕊
し
、
磐
座
の
一
部
を
発
銅
し
た
ほ
か

数
多
く
の
遺
物
を
採
集
し
た
。
ま
た
昭
和
十
八
年
に
は
小
林

行
雄
氏
を
中
心
に
銅
文
出
土
地
点
周
辺
の
発
砲
調
査
を
行
な

っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
の
成
果
の
一
部
は
、
調
査
に
参
加
し

~留ト
二主茸1臨

也
2

・露
守

B
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b
z
i
J

酌

た
研
究
者
の
一
人
、
山
間
博
雄
氏
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
、
昭

@
 

和
六
十
三
年
に
氏
の
コ

ν
タ
シ
ョ
ン
が
整
理
公
開
さ
れ
る
に

至
っ
て
公
に
さ
れ
た
。

三
、
昭
和
二
+
年
か
ら
=
一
+
年
|
銅
鐸
ラ
ッ
シ
ュ

l

終
戦
の
混
乱
か
ら
立
ち
直
り
を
見
せ
始
め
た
昭
和
三
十

一

年
、
⑮
本
山
町
議
の
広
岡
邸
(
現
甲
樹
立
子
大
)
か
ら
銅
鍔
が

出
土
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
昭
和
三
十

一
年
十
二
月
に
は
神

戸
女
子
第
科
大
学
構
内
河
蜘
駒
カ
、
ま
た
灘
区
桜
ケ
丘
か
ら

は
十
四
個
の
銅
鐸
と
七
本
の
銅
文
が
出
土
す
る
「
銅
鐸
ラ
ッ

シ
ュ
」
と
い
っ

た
状
況
を
見
せ
、
話
題
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
華
や
い
だ
状
況
の
陰
で
、
戦
災
の
復
興
事
業
、

ehvus

い

そ
し
て
高
度
経
済
成
長
に

H
う
開
発
に
よ
っ
て
、
中
島

・
井

ど

た

も

砂

に

し

-

z

e

戸
田

・
森
西
町
と
い
っ
た
多
く
の
遺
跡
が
依
認
さ
札
た
。
こ

- 2ー

図
2 

樺
久
良
神
社
出
土
鍋
文



れ
ら
の
遺
跡
は
、
当
時
の
文
化
財
保
綾
に
対
す
る
総
織
の
低

さ
か
ら
調
査
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
く
は
破
線
の
憂
き
目
に

あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
遺
跡
に
対
し
て
遺
物
を
収
集
し
、

記
録
を
と
っ
た
多
く
の
研
究
者
の
盛
が
あ
っ
た
。
中
で
も
芦

屋

・
東
神
戸
を
中
心
に
考
古
学
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
芦
ノ

芽
グ
ル
ー
プ
の
存
在
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
グ
ル
ー

プ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
昭
和
三
十
八
年
に
調
査
の
行
な
わ

i

z

i

e

 

れ
た
坂
下
山
遺
跡
は
、
後
の
検
対
で
布
地
位
集
落
の
一
っ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の一

人
藤
川
袷
作
氏
の
収
集
さ
れ
た
資
料
は
、
消
え
去
っ
た
遺
跡

の
断
片
を
物
語
っ
て
お
り
貨
飽
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

一
部
は
、

昭
利
五
十
九
年
に
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
で
展
示
さ
れ

た
際
、
森
岡
秀
人

・
古
川
久
雄
両
氏
の
手
に
よ
っ
て
慨
裂
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
資
料
整
型
の
進
展
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
た
い
と
思
う
@

(

つ

づ

く

)

渋
付
記
本
稿
の
袈
旨
は
、
平
成
元
年
一
月
二
十
二
日
に
行

な
わ
れ
た
紳
戸
史
学
会
研
究
例
会
の
席
上
で
発
表
す
る
機
会

を
得
た
。
文
末
な
が
ら
、
当
時
の
代
表
、
落
合
重
信
氏
を
は

じ
め
と
す
る
神
戸
史
学
会
の
方
々
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
@

渦ヶ森銅鐸図 3

A

註
v

①
渡
辺
多
仲
「
菟
原
ノ
処
女
塚
」
『
兵
庫
県
史
蹟
名
勝
天
然

記
念
物
調
査
報
告
書
』
第
四
制
兵
庫
県
一
九
二
七

紅
野
芳
雄
『
考
古
小
録
」
西
宮
史
談
会
一
九
四

O

藤
川
枯
作
「
文
献
『
考
古
小
録
」
の
再
認
識
」
『
八
十
原

日
号
療
の
測
量
調
査
』

一
九
七
三

八
幡
谷
古
漬
岡
本
の
八
隔
谷
に
あ
っ
た
円
境
で
、
一

九
一
七
年
に
発
自
問
さ
れ
、

機
穴
式
石
室
か
ら
轡
や
杏
葉

な
ど
の
馬
具
の
ほ
か
に
鉄
鉱
や
須
恵
穏
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。
現
在
は
消
滅
。
な
お
、
「
神
戸
・明
石
関
係
考

古
学
文
献
目
録
」
記
載
の
文
献
『
京
都
大
学
文
学
部
博

物
館
考
古
学
資
料
目
録
』

2
(
一
九
六
八
)
の
な
か
に
、

「神
戸
市
東
灘
区
本
山
町
田
辺
古
漬
」
と
あ
る
が
、
こ

の
古
墳
が
八
幡
谷
古
境
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
追
っ
て
硲
認
し
た
い
。

笠
井
新
也
「
銅
錦
の
一
異
例
」
『
考
古
学
雑
誌
』
二
一
一

l

六
一
九
三
三

悔
原
末
治
「
有
環
銅
鐸
の
新
発
見
」
『
歴
史
と
地
理
』
三

三
|
四
一
九
三
四

直
良
信
夫
「
紹
介
有
環
銅
鍔
の
新
発
見
」
『
考
古
学
』

五
l
五
一
九
三
四

梅
原
末
治
「住
吉
村
新
発
見
の
銅
鐸
」

『兵
庫
県
史
蹟
名

勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
』
第
十
一
輯
兵
庫
県
一

九
三
五

吉
井
良
尚
「
保
久
良
神
社
発
見
の
ク
リ
ス
型
銅
剣
」
『
神

戸
史
談
会
会
報
』

一

九
四
一

吉
井
良
尚
「
保
久
良
神
社
発
見
の
御
祭
神
に
つ
い
て

付
銅
剣
の
発
見
」
『
娘
婿
史
跡
研
究
』
一
九
四
一

三
木
文
雄
「
保
久
良
神
社
蔵
銅
文
」
「
絞
ヶ
丘
銅
錆
・銅

文
』
兵
庫
県
教
育
委
員
会
一
九
七
二

③②  @ ⑤ ⑥ ⑦ ③ @ ⑩ 
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川
辺
賢
武
「
保
久
良
神
社
境
内
の
出
土
品
」
『
保
久
良
神

社
の
研
究
』
神
戸
史
談
会
一
九
四
一

川
嶋
禾
舟
「
保
久
良
神
社
の
磐
境
の
老
樹
」
『
保
久
良
神

社
の
研
究
』
一
九
四
一

樋
口
消
之
「
綬
津
保
久
良
神
社
の
研
究
」
『
史
前
学
雑
誌
』

一一

l
二
・
三
一
九
四
二

「
保
久
良
神
社
」
「
山
田
博
雄
収
集
資
料
目
録
』
辰
馬

考
古
資
料
館

一
九
八
七

村
川
行
弘

・
三
木
文
雄
「
神
戸
市
東
濃
区
本
山
町
森
字

坂
下
山
町
出
土
銅
錫
」
『
絞
ヶ
丘
銅
鐸
・銅
文
』
兵
庫

県
教
育
委
員
会

一
九
七
二

村
川
行
弘
「
兵
庫
県
神
戸
市
生
駒
遺
跡
」
『
日
本
考
古
学

年
報
』
一
七
日
本
考
古
学
協
会
一
九
六
四

村
川
行
弘

「神
戸
市
東
灘
区
本
山
町
字
生
駒
出
土
の
銅

録
『
考
古
学
雑
誌
』
五

一

二

一
九
六
五

葛
野
山
宜
「
神
戸
市
東
灘
区
に
お
け
る
青
銅
器
の
発
見
」

『
古
代
文
化
』
一
四

l
一
一
九
六
五

村
川
行
弘
・三
木
文
雄
「
生
駒
出
土
の
銅
鐸
」
『
桜
ケ
丘

銅
鐸

・
銅
文
』
兵
庫
県
教
育
委
員
会
一
九
七
二

石
野
博
信
「
桜
ケ
丘
周
辺
の
弥
生
遺
跡
」
「
桜
ケ
丘
銅

鐸

・
銅
文
』
兵
庫
県
教
育
委
員
会
一
九
七
二

藤
川
祐
作
「
神
戸
市
東
灘
区
坂
下
山
町
採
集
の
須
恵
蕊

に
つ
い
て
」
『
戸
の
芽
』
二
七
号
一
九
七
五

厳
川
祐
作
「
神
戸
市
東
灘
区
出
土
の
小
査
」
「
兵
庫
考
古
』

一
四
号
一
九
八
一

森
岡
秀
人
「
東
六
甲
の
高
地
性
集
落
(
中
)
」
『
古
代
学

研
究
』
九
七
一
九
八
二

森
岡
秀
人
・古
川
久
雄
「
東
神
戸
の
考
古
展
」
『
生
活
文

化
史
』
別
問
三
号
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館

一
九
八
四

- 3ー
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史
料
に
よ
む
深
江
の
歴
史

ω

天
正
十
七
年
の
芦
屋
川
水
論
に
つ
い
て

は
じ
め
に

芦
屋
川
は
旧
芦
屋
村
の
中
を
南
北
に
流
れ
る
川
で
、
江
戸

時
代
に
は
芦
屋
村
は
も
と
よ
り
、
旧
打
出
村

・
三
条
村

・
津

知
村
の
芦
屋
市
域
の
村
々
や
、
旧
深
江
村
を
初
め
と
す
る
東

穂
区
の
村
々
の
貴
重
な
溜
減
水
源
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
深

江
村
、
中
野
、

三
条
、
津
知
、
森
の
川
西
地
区
の
各
村
は
山

芦
屋
町
に
あ
っ
た
一
の
#
手
か
ら
取
水
し
東
川
用
水
を
通
じ

て
配
水
し
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
点
事
四
年
ご
六
八
七
)
決
ま
っ
た
水
利
似

行
が
「
東
川
用
水
器
削
版
」
と
い
う
史
料
と
し
て
残
っ
て
い

る
(
『
新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
航
二

l
三
凶

O
頁
)
。
こ
れ
は

初
日
は
中
野
、
二
日
目
は
深
江
と
い
う
よ
う
に
五
力
村
が
交

替
で
取
水
す
る
。
十
二
日
間
で

一
巡
し
そ
の
後
は
こ
の
繰
り

返
し
と
す
る
(
別
表
)
。
ま
た
三
条
村
の
畦
垣
内
・観
音
回
に

は
毎
日
配
水
す
る
な
ど
、
優
遇
す
る
。

降
雨
で
番
が
破
れ
た

時
に
は
番
頭
の
中
野
村
か
ら
や
り
直
し
と
す
る
ー
と
な
っ
て

い
た
ロ
当
時
川
幅
は
現
在
よ
り
遥
か
に
大
き
く
、
江
戸
時
代

中
期
の
明
和
六
年
(
一
七
六
九
)
、
芦
屋
村
か
ら
代
官
所
に
提

出
さ
れ
た
「
差
出
明
細
帳
」
(
『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
縞
ニ

1
五
九
頁
)
に
よ
る
と
「
芦
屋
川
個
、
住
巡
筋
ニ
而
六
拾
問
、

下
通
ニ
而
九
姶
問
、
長
十
六
町
」
と
い
う
惣
像
を
絶
す
る
大

き
き
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
用
水
と
し
て
の
利
用
が
江
戸
時
代
に
始
ま
る
の

で
は
な
い
。
中
世
に
は
川
の
両
側
に
井
聴
が
殻
け
ら
れ
、
取

館
長
代
行

大

国

美

正

水
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
小
論
で
は
、
新
史
料
な
ど
を
も

と
に
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
の
水
利
慣
行
と
紛
争
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

天
正
年
間
の
紛
争
の
新
史
料

さ
て
、
こ
の
芦
屋
川
の
水
利
仰
行
に
関
す
る
史
料
の
初
見

は
天
王
十
七
年
五
月
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
次
の
史
料
で

あ
る
(
『
新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
航

こ
。

史
料
①

今
度
芦
屋
川
水
出
入
候
処
、
山
路
庄
中
御
年
寄
衆
為
御
級
、

川
西
川
東
之
水
之
回
数
柑
定
申
事

一
、
川
西
市
之
井
手
へ
三
十
日
に
付
て
拾
三
日
に
参
申

一
、
川
東
二
之
井
手
三
の
封
手
へ
三
十
日
に
付
て
十
七
日
に

参
申

一
、
右
三
ケ
井
手
の
中
よ
り
ほ
う
ぞ
拘
手
へ

一
日

ニ
付
て
ニ

反
水
づ
〉
上
申
、
同
一
日
ニ
付
二
反
水
づ
〉
年
寄
ニ
給
水

ニ
入
申
・
候
、
同
二
の
井
手
の
下
水
も
向
水
ニ
相
究
申
事

右
是
ハ
、
芦
屋
之
年
寄
同
下
百
姓
迄
相
談
仕
候
て
相
定
申
、

此
上
ハ
少
も
い
ら
ん
有
問
敷
候
、
為
後
日
状
如
件
。

天
正
拾
七

年

五

月

十

七

日

芦

屋

村

年

寄

中

左

京

介

花

柳

狼
丸
太
夫
花
押

太
郎
右
術
門

与
在
術
門

狐
左
術
門

山
路
庄
御
年
寄

畑
弥
右
術
門
搬

櫛
田
文
左
術
門
殿

E
p
 

r
F
 

別表

村 名 取 水 日

中 野 村 1 • 5・11

深江村(東) 2・6

岡村(西) 3・7

森村(東) 4・8

岡村(西) 9 

条 村 10 

津 知 村 12 

(J2日で一巡)

畑
市
太
夫
般

住
吉
藤
次
介
殿

右
御
倣
衆
上
中
跡

史
料
の
口
政
の
「
出
入
」
は
紛
争
、
「
仰
旧制
」
は
仲
裁
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
史
料
は
戸
口
血
川
か
ら
の
取
水
を
巡
っ
て

紛
争
が
起
こ
り
、
第
三
者
の
山
路
庄
年
寄
が
仲
裁
に
入
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
結
謀
、
芦
屋
村
で
は
年
寄
か
ら
下
百

姓
ま
で
相
談
の
上
、

川
西
、
川
東
の
取
水
日
散
を
定
め
て
、

仲
裁
人
の
山
路
圧
年
寄
に
差
し
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
る
と
川
西
側
に
あ
る
一
の
井
手
へ
は
三
十
日
の
う
ち
十
三

日
、
川
東
に
あ
る
こ
の
判
手
、
=
一
の
引
手
へ
は
十
七
日
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
三
ケ
井
手
」
か
ら

「
ほ
う
ぞ
井
手
」

と
年
寄
へ
一
日
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
ニ
反
分
の
水
を
給
水
し
、

二
の
井
手
の
下
水
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
『
新

修
芦
屋
市
史
」
本
舗
で
は
、
こ
の
紛
争
の
も
う
一
方
の
当
事

者
を
「
本
庄
五
か
村
と
の
争
論
で
あ
っ
た
か
ち
知
れ
な
い
」

と
推
測
し
て
い
る
。

さ
て
、
『
本
庄
村
史
』
の
編
纂
の
過
程
で
も
う
一
通
の
関
連

史
料
を
確
認
し
た
。
そ
の
新
史
料
が
次
に
仰
向
げ
る
も
の
で
あ

マ
②
。



史
料
②

て
芦
屋
の
庄
ミ
つ
ニ
っ
き
申
分
候
処
を
、
山
路
乃
年
老
衆

御
い
ろ
い
と
し
て
す
わ
り
申
。

て
い
ち
ノ
い
て
世
田
ニ
っ
き
十
二
日
ま
い
り
申
。

一
、
か
わ
よ
り
ひ
か
し
、
に
の
い
て

・
そ
う
の
い
て
は
世
日

ニ
っ
き
十
八
日
ま
い
り
申
候
。
但
か
わ
よ
り
ひ
か
し
ノ
ミ

ツ
の
内
か
ら
お
う
そ
の
ミ
ツ
ニ
反
つ
〉
あ
け
申
。

此
う
へ
ハ
芦
屋
打
出
年
老
衆
あ
ひ
す
ま
し
、
い
ら
ん
あ
る
ま

し
く
、
為
其
如
此
に
て
候
。

右
天
正
拾
七
年
五
月
廿
七
日

は
た
弥
右
衛
門
殿

よ
こ
回
文
右
衛
門
殿

は
た
市
太
夫
殿

藤
次
郎
介
殿

宗
く
わ
ん
殿

北
右
衛
門
殿

芦
屋
年
老
中

左
京
介

狼
丸
太
夫

太
郎
右
衛
門

与
左
衛
門

弥
兵
衛

源
左
衛
門

此
御
あ
っ
か
い
ノ
御
衆
と
し
て

こ
の
史
料
は
、
昭
和
十
七
年
頃
、
本
庄
村
史
の
編
纂
を
依

頼
さ
れ
た
松
田
直
一
氏
が
「
武
庫
郡
本
山
村
役
場
」
と
印
刷

し
た
罫
紙
に
筆
写
し
「
水
利
資
料
」
と
い
う
題
名
の
諮
問
に

ま
と
め
た
む
の
で
遺
篠
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら

史
料
の
伝
来
形
態
や
所
蔵
者
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
松

田
氏
が
見
た
史
料
そ
の
も
の
が
既
に
後
世
の
筆
写
史
料
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
一
級
史
料
と
は
言
え
な
い
が
、

そ
の
意
味
で
は
史
料
①
や
後
に
掲
げ
る
史
料
②
も
後
世
の
筆

写
で
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
参
考
資
料
と
し
て
検
討
を
加
え
た

当
。

さ
て
ニ
通
の
史
料
は
、
差
し
出
し
人
は
同
じ
だ
が
宛
名
は

若
干
の
食
い
迷
い
が
あ
る
。
史
料
①
の
「
繍
回
又
左
衛
門
」

「
住
吉
藤
次
介
」
が
、
史
料
②
で
は
「
よ
こ
田
又
右
衛
門
」

「
藤
次
郎
介
」
に
な
っ
て
お
り
、
新
た
に
「
北
右
衛
門
」
が

加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
藤
次
郎
介
(
藤
次
介
)
は
史
料

①
か
ら
考
え
て
、
住
吉
の
住
人
で
あ
ろ
う
。
績
回
に
つ
い
て

も
同
じ
く
住
吉
の
関
係
者
と
推
定
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は

水
利
紛
争
か
ら
三
十
年
前
の
永
禄
十
二
年
ご
五
六
九
)
十

二
月
の
「
南
郷
春
日
社
御
神
供
料
技
州
山
路
庄
公
事
銭
取
納

帳
」
(
『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
ニ
所
収
)
に
住
吉
村
の
有

力
土
地
所
有
者
と
し
て
積
回
姓
の
三
人
の
名
前
が
見
え
、
外

に
該
当
者
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お

『
新
修
芦
展
市
史
』

の
「
文
左
衛
門
」
と
い
う
判
読
は
、
市
史
編
集
の
際
に
織
影

し
た
写
真
で
見
る
限
り
疑
義
が
あ
り
、
「
又
右
衛
門
」
と
読
む

方
が
妥
当
と
む
思
え
る
が
、
史
料
に
当
た
れ
る
段
階
ま
で
最

終
判
断
を
延
ば
し
た
い
。
ま
た
「
取
納
帳
」
に
は
横
屋
村
に

「
北
衛
門
」
と
い
う
名
前
が
あ
る
。
「
宗
く
わ
ん
」
は
野
寄
村

の
高
持
宗
官
で
あ
る
。

史
料
①
と
②
を
比
較
す
る
と
、
内
容
b
異
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
②
の
一
条
目
に
「
ミ
つ
{
水
)
に
つ
き
申
分
候
」
「
い

ろ
い
(
い
じ
る
)
と
し
て
」
と
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

日
付
け
が
史
料
①
よ
り
十
日
後
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、
史

料
②
は
、
天
正
十
七
年
五
月
十
七
回
、

一
日
-
は
年
寄
か
ら
下

百
姓
迄
相
談
し
て
日
数
を
定
め
た
が
、
異
論
が
出
て
芦
屋
庄

が
新
た
な
主
張
を
し
た
と
考
え
る
。
ま
た
史
料
①
の
三
の
到

乎
が
史
料
②
で
は
「
そ
う
の
い
て
」
と
か
か
れ
て
お
り
、
三

の
井
手
は
別
名
「
そ
う
(
惣
)
の
#
手
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
推
定
で
き
る
か
ら
、
そ
の
主
張
と
は
、
一
の
井
手
の
取
水

日
を
一
目
減
ら
し
、
ニ
の
井
手
、
三
の
井
手
の
取
水
日
を
一

日
増
や
す
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
紛
争
で
は
川
西
と
川
束
の
間

で
用
水
の
配
分
を
巡
っ
て
緊
扱
関
係
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
な
お
、

前
倒
の
芦
屋
村
「
接
出
明
細
似
」
に
よ
る
と
、

「
大
川
(
芦
屋
川
)
弐
ノ
井
手
」
は
芦
屋
村

・
打
出
村
の
共

同
管
理
を
意
味
す
る
「
立
会
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
惣
井
手
」

に
は
そ
の
記
載
が
な
く
、
芦
屋
村
の
単
独
の
水
利
施
設
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
史
料
①
の
3
条
目
に
あ
る
「
一
ニ
ケ

井
手
」
は
「
三
つ
の
丹
手
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

三
の

井
手
(
惣
井
手
)
と
考
え
た
い
。
伺
じ
条
の
「
悶
二
の
井
手

の
下
水
も
同
水
ニ
相
究
申
事
」
と
い
う
く
だ
り
や
史
料
②
で

こ
の
井
手
、
一
一
一
の
井
手
の
区
別
を
せ
ず
、
「
か
わ
よ
り
ひ
か
し

ノ
ミ
ツ
」
と
ま
と
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

天
正
の
芦
屋
川
水
利
慣
行

そ
れ
で
は
、
当
時
の
水
利
慣
行
は
ど
う
だ
つ
た
の
か
@
そ

れ
を
示
す
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
(
同
資
料
稿
こ
。

史
料
③芦

屋
川
水
之
制
事

て

市
ノ
#
手
を
ヶ
月
ニ
水
参
院
回
数

一
番
ニ
た
う
ノ
い
て
へ
参
候
其
月
朔
日
十
四
日

廿
七
日

二
番

ニ

中

ぞ

へ

参

候

同

四

日

十

七
日

廿
八
日

三
番
ニ
か
い
ち
ミ
そ

へ
多
候
同
六
日
十
九
日

廿
九
日

四
番
ニ
北
ミ
そ
へ
参
候
同
九
日
廿
二
日

五
番
ニ
か
い
も
り
へ
参
候
同
十
一
日
廿
四
日

て
ニ
ノ
井
手
壱
ヶ
月
ニ
水
参
候
日
数
之
事

一
番
ニ
八
回

へ

参

候

其

月

ノ
二
日
ニ

二
番
ニ
石
っ

か

へ

参

候

同

五

日

ニ

三
番
ニ
打
出
あ
れ
ち

へ
参
一
候
同
八
日
ニ
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四
番
ニ
ふ
な
と
へ
参
候
同
十
二
日
ニ

五
番
ニ
打
出
野
田
へ
参
候
同
十
六
日

六

需

ニ

ち

お

と

へ

参

候

悶

H
日

七
潜
ニ
北
ふ
な
と

へ
参
候

同

H
=一日

八
番
ニ
打
出
山
ノ
口
へ
参
候
同
廿
五
日

て
三
ノ
判
手
壱
ヶ
月
ニ
水
参
候
日
数
之
事

一
番
ニ
け
か
〉
ね
へ
参
候
其
月
/
三
日
ニ

二
番
ニ
き
し
ノ
う
へ
参
候
同
七
日
ニ

三

番

ニ

問

中

へ

参

候

同

十

日

四
番
ニ
ち
〉
っ
か
へ
参
候
同
十
三
日

五
需
ニ
い
ノ
し
り
へ
去
最

同
十
五
日

六
番
ニ
お
さ
き
へ
参
候
同
十
八
日

七
番
ニ
た
て
は
ら
へ
参
候

同
H
一
日

八

番

ニ

け

れ

う

へ

参

候

悶

H
六
日

右
三
ケ
井
手
之
水
之
内
よ
り
す
べ
水
参
候
党

其
井
手
へ
一
へ
ん
水
入
波
シ
、

二
へ
ん
参
候
時
其
所
々

に
て
す
へ
水
入
申
候

一
、
川
西
に
て
ハ
は
い
は
ら
ノ
田
地
へ
す
べ
水
参
候

一
、
川
東
ニ
而
す
べ
水
之
事

一
番
ニ
た
つ
ミ
へ
参
候

二
番
ニ
山
か
と
へ
参
候

三
番
ニ
ミ
や
っ
か
へ
参
候

四
番
ニ
も
ち
う
へ
参
候

天
正
姶
七
年
五
月
廿
七
日

芦
屋
庄
年
寄
中

こ
こ
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
地
名
の
ほ
と
ん
ど
は
小
字
名
で
あ

り
、
明
治
八
年
の
狼
丸
文
左
衛
門
氏
の
芦
屋
村
「
改
正
字
限

絵
図
」
や
明
治
三
十
一
年
九
月
の
「
武
庫
川
州
打
出
村
図
面
」

(
い
ず
れ
も
細
川
道
草
著

『
芦
屋
郷
土
誌
』
参
照
)
で
探
す

こ
と
が
で
き
る
。
小
字
の
境
界
は
中
世
と
明
治
年
間
と
は
食

い
遣
う
だ
ろ
う
が
、
所
在
地
は
さ
ほ
ど
呉
な
ら
な
い
と
み
て

よ
か
ろ
う
。
そ
れ
で
は
明
治
年
間
に
も
残
る
小
字
名
を
列
挙

し
て
み
よ
う
。

①
一
の
井
手
関
係

北
榊

・
開
森

l
芦
昆
村

②
二
の
井
手
関
係

八
回

・
船
戸

・
北
船
戸

・
地
王
堂
(
ち
お
と

)
l芦
屋
村

打
出
荒
地

・
打
出
野
田

・
打
出
山
ノ
ロ
|
打
出
村

③
三
の
井
手
関
係

毛
賀
金

・
田
中

・
井
の
尻
|
芦
屋
村

@
川
東
の
す
べ
水

辰
巳

・
山
角
芦
屋
村
、
宮
原

・
持
溺
打
出
村

残
っ
た
小
字
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
の
引
手
の
「
か
い
ち

ミ
そ
」
に
つ
い
て
は
、
三
条
村
の
筒
鹿
内
に
比
定
し
て
お
き

た
い
。
細
川
道
草
氏
の
『
芦
屋
郷
土
誌
』
に
よ
る
と
、
南
垣

内
に
つ
い
て
、
「
古
名
か
い
ち
、
中
世
ご
ろ
よ
り
周
囲
に
屋
を

め
ぐ
ら
し
、
生
活
の
一
単
位
と
し
た
喝
所
。
こ
の
辺
は
人
家

密
集
し
、

三
余
村
の
中
心
地
な
り
」
と
附
甘
い
て
い
る
。
三
条

村
は
中
・近
世
で
は
本
庄
の一

部
で
あ
り
、
「
か
い
ち
」
が
三

条
村
南
屋
内
で
あ
れ
ば
、
一
の
引
手
へ
の
本
庄
の
水
利
権
が

中
世
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
ま
た
三
の

井
手
の
「
ち
〉
っ
か
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
細
川
氏
が
「
芦

屋
地
名
考
(
三
)
」
(
『
兵
庫
史
学
』一

O
)
の
芦
屋
村
小
字
「
徳

塚
」
の
解
説
の
項
で
「
天
正
十
七
年
芦
屋
川
水
之
制
恨
三
ノ

井
手
四
需
に
と
く
つ
か
『
ち
〉
っ
か
)
見
ゆ
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
史
料
③
を
写
真
版
で
見
る
限
り
、
「
ち
〉
っ
か
」
は
桜

銃
で
あ
り
、
「
と
く
つ
か
」
と
判
院
で
き
る
。
以
上
を
地
図
に

落
と
す
と
図
ー
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
結
果
現
在
見
当
が
つ

か
な
い
の
は
、
一
の
井
手
の
「
た
う
ノ
い
て
」
「
中
ぞ
」
、

二

の
井
手
の
「
石
っ
か
」
、
三
の
押
手
の
「
き
し
ノ
う
へ
」
「
お

さ
き
」
「
た
て
は
ら
」
「
け
れ
う
」
だ
け
で
あ
る
。
な
お
芦
屋

村
に
「
停
の
下
」
が
あ
る
が
、
川
西
地
区
で
あ
り
「
き
し
ノ

う
へ
」
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
官
邸
に
示
し
た
江
戸
時

代
の
水
利
似
行
と
、
天
正
年
間
の
水
利
慣
行
と
は
、
地
図
で

一
円
ん
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
ま
る
で
巡
っ
て
い
た
。
ま
た
天

正
年
問
、
取
水
す
る
回
仰
を
小
字
単
位
ま
で
抱
定
し
て
い
る

こ
と
は
、
具
体
的
に
は
取
水
自
に
樫
を
設
け
て
水
を
引
き
入

れ
、
そ
れ
以
外
の
日
に
は
程
を
あ
け
て
下
流
地
域
に
取
水
さ

せ
る
と
い
う
方
法
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、

小
字
単
位
に
配
水
す
る
水
利
施
設
が
あ
り
、
普
段
は
川
の
水

泣
は
余
り
多
く
な
か
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

お
わ
り
に
庁
え

τ

以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
列
挙
し
て
み

λ

》。
①
天
正
十
七
年
に
起
き
た
紛
争
と
は
、
川
西
と
川
東
の
水
の

配
分
の
日
数
を
巡
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
決
め
ら
れ
た

水
利
慣
行
と
は
、
一
月
間
を
単
位
に
、
取
水
す
る
田
畑
と
日

を
、
原
則
と
し
て
小
字
毎
に
指
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

②
近
世
に
は
本
庄
は

一
の
引
手
に
対
し
強
固
な
水
利
権
を
持

っ
た
が
、
天
正
年
間
に
お
い
て
は
、

一
の
井
手
が
取
水
で
き

る
十
三
日
の
う
ち
少
な
く
と
も
四
日
間
は
芦
屋
村
の
田
畑
に

配
水
し
て
い
た
ロ
そ
れ
だ
け
天
正
段
階
の
本
庄
側
の
水
利
権

は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
天
正
の
水
利
紛
争
の
背
景
を
考
え

て
み
る
と
、
ま
ず
芦
屋
村
の
栂
手
が
本
庄
だ
と
断
定
す
る
の

は
早
計
で
あ
る
。
史
料
③
で
打
出
村
の
小
字
に
は
原
則
と
し

て
打
出
を
冠
し
て
い
る
こ
と
や
川
西
地
区
の
取
水
日
を
減
ら

そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
打
出

・
芦
屋
村
の
芦

屋
庄
内
部
の
川
東
の
農
民
と
川
西
の
段
民
と
に
対
立
が
あ
っ
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た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
考
え
る
と

①
い
ず
れ
の
史
料
に
も
本
庄
が
出
て
こ
な
い
。

②
日
数
定
に
芦
屋
村
の
年
寄
か
ら
下
百
姓
ま
で
加
わ
っ
て
惣

の
合
意
と
し
て
決
め
ら
れ
て
い
る
。

③
史
料
①
に
「
年
寄
ニ
給
水
ニ
入
申
候
」
と
あ
る
の
は
、
芦

屋
村
の
年
寄
と
平
百
姓

・
下
百
姓
(
打
出
村
を
含
む
)
間
に

合
意
が
成
立
し
た
-
」
と
を
意
味
す
る
。

④
史
料
②
に
「
か
わ
よ
り
ひ
か
し
ノ
ミ
ツ
の
内
か
ら
お
う
そ

の
ミ
ツ
ニ
反
つ
〉
あ
け
申
」
と
い
う
記
述
b
川
東
の
果
た
す

べ
き
毅
務
を
川
西
の
股
民
に
明
言
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
打
出
村
を
含
ん
だ
芦
屋
庄
内
部
(
川
西
と
川

東
)
で
の
配
分
争
い
と
す
れ
ば
、
史
料
が
肢
も
合
理
的
に
説

明
で
き
る
の
で
あ
る
。

尤
も
、
芦
屋
村
は
打
出
村
に
対
し
芦
屋
川
の
水
利
権
に
つ

い
て
は
圧
倒
的
な
優
勢
権
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
天
正
十
七

年
の
紛
争
は
、
事
実
上
は
芦
屋
村
内
部
の
対
立
だ
っ
た
と
い

S
A
4
@

。
以
上
、
主
に
新
史
料
の
紹
介
と
、
そ
れ
を
む
と
に
こ
れ
ま

で
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
て
み
た
。
ま
だ
仮
説
に
過
ぎ

な
い
が
、
史
料
解
釈
や
小
字
の
追
及
を
も
と
に
分
か
っ
た
事

実
を
、
解
釈
す
る
結
論
と
し
て
、
今
は
こ
う
考
え
て
お
き
た

い

。

(

一

九

八

九

・
九

・
二
五
)

徳塚

田中

荒地

持湯

辰巳

気賀金

八回

宮塚

⑪

⑪

⑫

⑬

⑬

⑬

⑬

⑪

 

南垣内

北溝

開森

地王堂

船戸

野田

山口

井の尻

山角

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

③
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西
岡
本
遺
跡
発
掘
調
査
中
間
概
要

2

一
、
は
じ
め
に

こ
の
た
び
の
報
告
は
、
前
回
報
告
し
た
調
査
地
区
か
ら
ひ

き
つ
づ
き
実
施
し
て
い
る
上
段
地
区

(I
区
)
の
調
査
概
要

で
あ
る
。
こ
の
地
区
か
ら
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
な
ど
の
ピ
ッ

ト
群
、
水
田
跡
、
古
墳
、
縄
文
時
代
早
期
の
竪
穴
住
居
祉
な

ど
を
検
出
中
で
あ
る
。
ま
た
、
中
世
頃
の
石
工
の
作
業
場
跡

が
あ
っ
た
痕
跡
も
確
認
し
て
い
る
。
田
山
立
柱
建
物
跡
の
ピ
ッ

ト
群
に
は
、
そ
の
石
工
の
作
業
場
に
関
係
あ
る
も
の
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
検
討
で
き
て
い
な
い
。
古

噴
も
十
数
基
確
認
し
て
い
る
が
、
調
査
継
続
中
の
た
め
報
告

す
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
今
回
は
水
田
跡

と
純
文
時
代
の
住
居
祉
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
の
べ
る
こ

と
と
し
、
古
噴
や
ピ
ッ
ト
群
な
ど
は
次
回
に
ま
わ
し
た
い
。

二
、
問
査
地
区
割
に
つ
い
て

今
回
報
告
す
る
調
査
地
は
、
ニ
ヶ
所
に
ま
た
が

っ
て
い
る

う
え
に
面
積
が
広
く
、
地
形
も
起
伏
に
富
ん
で
い
る
た
め
図

ー
の
よ
う
な
地
区
制
を
行
な
っ
た
。

調
査
地
は
地
形
の
関
係
上
、
調
査
を
二
回
に
分
け
て
行
な

っ
て
い
る
た
め
、
大
き
く
二
分
し
、
上
段
地
区
を
I
区
、
下

段
地
区
を

H
区
と
し
た
。

I
区
は
さ
ら
に
、
東
地
区
と
西
地

区
と
に
分
け
、
西
地
区
の
三
段
の
段
差
は
上
中

・
下
段
に

細
分
し
た
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
水
田
跡
は

I
区
西
地
区
下
段
か
ら
、

縄
文
時
代
の
住
居
祉
は

I
区
東
地
区
か
ら
検
出
し
た
。

六
甲
山
麓
遺
跡
調
査
会

=一
、
水
田
跡

こ
の
遺
跡
は
、

I
-
H
区
合
わ
せ
て
い
ま
ま
で
に
十
数
基

の
古
墳
を
確
認
し
て
い
る
よ
う
に
古
墳
時
代
後
期
に
は
一
大

鮮
集
墳
が
形
成
さ
れ
た
が
、
夙
く
も
平
安
時
代
後
半
に
は
古

墳
が
つ
ぶ
さ
れ
は
じ
め
、

日
区
と

I
区
下
段
の
土
地
が
雛
壊

上
に
成
形
さ
れ
て
、
水
田
や
畑
地
に
再
開
発
さ
れ
始
め
た
よ

う
で
あ
る
ロ
そ
し
て
、
幾
度
か
土
地
の
改
変
が
行
な
わ
れ
、

あ
る
と
き
は
広
く
、
あ
る
と
き
は
小
さ
く
区
切
ら
れ
た
水
田

経
営
が
つ
づ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
続
え
る
。
西
地
区
下
段
か
ら

確
認
し
た
水
田
跡
は
、
そ
の
よ
う
な
水
田
経
営
に
よ
る
も
の

の
一
つ
で
あ
る
。

水
田
跡
は
、
一
部
近
世
の
撹
乱
が
あ
っ
た
り
、
遊
間
而
を

全
拐
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
水
間
辿
梢
の
純
聞
や
大
き
さ
は

不
明
で
あ
る
。
耕
作
痕
で
あ
る
鋤
跡
や
足
跡
は
雛
壇
上
に
区

画
さ
れ
た
長
軌
線
に
沿
っ
て
東
西
方
向
に
成
っ
て
お
り
、
西

側
が
自
然
消
滅
す
る
形
で
と
ぎ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
耕
作

瓜
は
写
真
の
よ
う
に
二
方
向
惚
め
ら
れ
、
そ
の
純
聞
は
南
北

六

m
、
東
西
一

二

m
以
上
に
お
よ
ん
で
い
る
。
な
お
、
こ
の

水
田
跡
に
と
も
な
う
畦
の
検
出
は
で
き
な
か
っ
た
。

足
跡
の
な
か
に
は
人
の
も
の
以
外
に
偶
蹄
目
の
も
の
も
見

ら
れ
、
牛
に
よ
る
耕
作
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
た
。
鋤
跡
の
怖
は
約
十

m、
間
隔
は
二
十

1
三
十

聞
で
あ

る
。

」
の
水
田
跡
が
経
営
さ
れ
て
い
た
時
期
は
、
遺
物
整
理
が

- 8ー

水田跡町鋤 ・足あと横出状況(1区西地区下段)

で
き
て
い
な
い
現
段
階
で
は
明
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、

平
安
時
代
末
か
ら
中
世
に
か
付
て
耕
作
さ
れ
て
い
た
と
考
え

て
い
る
。
鋤
跡
や
足
跡
に
は
砂
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
あ
る
時

期
洪
水
な
ど
の
た
め

一
気
に
埋
没
し
、
廃
絶
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

回、

縄
文
時
代
早
期
の
住
居
跡
と
石
器

制
文
時
代
早
期
の
住
居
祉
は
、

I
区
東
地
区
か
ら
検
出
し

た
。
こ
の
住
居
牡
は
、
住
吉
川
扇
状
地
の
最
高
位
か
ら
少
し

下
っ
た
際
問
七
四

m
の
南
向
き
緩
傾
斜
地
に
つ
く
ら
れ
た
竪

穴
住
居
(
図
2
)
で
あ
る
。
住
居
祉
は
調
査
地
の
東
側
度
界

部
分
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
西
半
分
し
か
発
御
で
き

な
か
っ
た
が
、
前
後
二
回
に
っ
く
り
か
え
ら
れ
た
大
小
二
棟



の
住
居
牡
を
発
閉
山
し
た
。
大
の
住
居
祉
を
S
A
l
l
、
小
の

住
居
祉
を
S

A

2
と
し
て
以
下
に
そ
の
概
要
を
記
す
。

5
A

I
は
、
そ
の
南
半
分
が
近
世
の
削
平
を
う
け
て
い

る
た
め
四
分
の
ご
径
の
床
面
し
か
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
平
面
形
は
直
径
約
三
四

m
の
不
整
円
形
か
、
あ
る
い
は

北
西
1
南
東
に
長
軸
を
も
っ
楠
円
形
が
考
え
ら
れ
る
。
住
居

牡
北
側
の
壁
高
は
二
五

?
乞
は
か
り
、
壁
周
に
沿
っ
て
直
径

約
十
四
の
杭
穴
が
二
十

1
三
十
叩
間
隔
で
め
ぐ
っ
て
い
る
固

抗
穴
は
わ
ず
か
に
住
居
祉
の
外
側
に
向
か
っ
て
打
ち
込
ま
れ

て
お
り
、
住
居
祉
の
周
聞
に
組
ま
れ
た
霊
木
状
柱
の
痕
跡
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
考
え
ら
れ
る
住
居
の
形

態
は
、
図
3
に
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
住
の
先
端
が
住
居
祉

の
中
央
で
円
錐
形
状
、
あ
る
い
は
匂
陸
状
に
組
ま
れ
た
上
屋

構
造
が
相
匙
疋
で
き
よ
う
。

5

A

2
は、

S
A
l
l
よ
り
十

m
ほ
ど
深
く
閉
山
り
下
げ

ら
れ
て
い
た
た
め
、
近
世
の
削
平
が
床
面
に
ま
で
お
よ
ん
で

お
ら
ず
、
住
居
祉
の
西
半
分
を
検
出
で
き
た
。
住
居
祉
の
平

面
形
は
短
径
一
一

m
、
推
定
長
径
二
.
三

m
の
東
西
に
長
軸
を

も
っ
術
円
形
を
呈
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
住
居
祉
の
壁
周

に
は

一
部
に
垂
木
状
柱
痕
を
認
め
る
が
、
全
周
し
て
い
な
い
。

位
穴
と
し
て
は
西
寄
り
中
央
に
直
径
二
十
四
、
深
さ

一
五

叩

の
ピ

y
ト
を
検
出
し
た
。
こ
れ
と
対
に
な
る
柱
穴
が
東
側
に

も
あ
る
と
す
れ
ば
、
主
柱
穴
の
一
つ
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
出
仲
間
は
南
に
緩
く
傾
斜
し
て
い
る
。

こ
の
こ
偵
の
住
居
牡
は
思
土
の
問
序
か
ら
5
A

2
が
古

く、

S
A
I
l
が
新
し
い
前
後
関
係
に
あ
り
、
そ
の
北
援
を

/ 

/帯

，硲令

4寺v 中段

l匡酉地区

1区東地区

下段

11区

- _.-___rー「 τ 』、--.--一一 !マ

し

共
有
す
る
形
を
呈
す
る
と
こ
ろ
か
ら
あ
ま
り
時
間
を
お
か
ず

に
小
か
ら
大
へ
と
鉱
張
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
発
掘
で
き
た
範
囲
か
ら
は
炉
跡
等
の
施
設
は
検
出

し
な
か
っ
た
。

出
土
遺
物
に
は
外
面
に
梢
円
抑
型
文
、
内
面
に
斜
行
沈
線

が
施
さ
れ
た
土
擦
と
サ
ヌ
カ
イ
ト
剥
片
が
あ
る
。
土
保
は
そ

の
文
機
に
加
え
、
器
壁
が

一
m余
り
の
厚
み
を
も
ち
、
胎
土

に
繊
維
が
混
入
す
る
こ
と
か
ら
、
純
文
時
代
早
期
後
半
の
高

山
寺
式
に
比
定
さ
れ
る
。
石
器
は
剣
片
が
小
抵
出
土
し
て
い

る
も
の
の
、
製
品
は
い
ま
の
と
こ
ろ
未
検
出
で
あ
る
。
そ
れ

ら
の
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
S
A
I
l
か
ら
出
土
し
、

S
A

2

か
ら
の
検
出
は
皆
無
に
等
し
い
。

以
上
、
住
居
祉
の
概
要
に
つ
い
て
み
て
み
た
が
、
集
落
の

倒査地白地区制図

縄文時代早期的住居祉(1区東地区)

- 9ー

図 1



SA-2 

@ 

@ 

@ 

6う

。

範
囲
や
削
脱
線
、
住
居
岨
の
榊
成
な
ど
は
今
後
の
周
辺
の
調
査

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に
石
総
額
の
出
土
状
況
に

つ
い
て
簡
単
に
見
て
お
こ

う
。
西
地
区
お
よ
び

H
区
面
倒
か
ら
は
、
抑
型
文
土
総
に
と

も
な
う
時
期
の
石
銑
や
そ
の
来
製
品
、
制
片
な
ど
を
多
数
検

出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
地
区
か
ら
は
住
居
祉
を
検
出
し

⑦ J。
@ 

電器

@ 
@ 

電話

ー
@ 

G @ 

@ 

@ 。
1m 

。

。

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
居
川
内
は
も
と
よ
り
石
協
の
出
土

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
石
器
の
分
布
は
、
純

文
時
代
早
期
の
遺
物
包
含
府
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
鮮
側
は

分
か
ら
な
い
が
、
集
落
内
に
お
け
る
石
関
製
作
の
あ
り
方
を

示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ほ
か
に
は
、
ア

サ
ピ
形
石
様
、
脂
製
石
斧
、
踏
石
、
石

mな
ど
が
出
土
し
て

ぜ

‘' v 

縄文時代早期住居社平面図

v 

• 
I区 ・11区から出土した石鎌

、P
司『
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図 2

い
る
が
、
石
鎌
の
占
め
る
割
合
が
多
い
の
も
こ
の
遺
跡
の
一

つ
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

近
畿
地
方
に
お
い
て
利
文
時
代
早
期
の
住
居
祉
が
発
掘
さ

れ
た
遺
跡
は
、
奈
良
県

・
大
川
遺
跡
、
兵
庫
県

・
上
ノ
山
遺

跡、

三
重
県

・
大
必
遺
跡
、
同

・
西
出
遺
跡
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
高
山
寺
式
段
階
の
住
居
祉
は
未
検
出
で

あ
る
。
高
山
寺
式
土
擦
の
分
布
は
近
畿
地
方
を
中
心
に
来
日

本
か
ら
西
日
本
に
ま
で
広
範
闘
に
お
よ
ん
で
お
り
、
東
日
本

は
も
と
よ
り
西
日
本
で
も
岡
山
県

・
竹
田
遺
跡
、
広
島
県

・

松
ヶ
迫
遺
跡
、
品
同制
限

・
周
回
上
遺
跡
な
ど
か
ら
高
山
寺
式

段
階
の
住
居
枇
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
縄
文
時
代
早
期
の
遺
跡
に
お
け
る
住
居
祉
の
形
態

や
集
落
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
商
岡
本
遺
跡
と
比
較
考
察
す

る
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る
。



玉
、
六
甲
山
南
麓
の
縄
文
早
期
の
遺
跡

ま
と
め
に
代
え
て
六
甲
山
南
箆
の
純
文
時
代
早
期
の
遺
跡

を
続
観
し
て
お
こ
う
。

六
甲
山
南
援
は
、
六
甲
山
か
も
流
れ
出
る
河
川
に
よ
っ
て

扇
状
地
が
形
成
さ
れ
、
な
だ
ら
か
な
傾
斜
を
も
っ
狭
長
な
平

野
が
大
阪
湾
に
沿
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
山
海
の
自
然
の

恵
み
を
追
い
求
め
て
生
活
し
て
い
た
縄
文
人
に
と
っ
て
、
こ

の
猪
の
額
ほ
ど
の
わ
ず
か
な
空
間
は
、
前
面
に
海
の
幸
、
背

後
に
山
の
幸
を
控
え
た
一
等
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
る
ま
い
。
近
年
の
発
問
問
調
査
に
よ
っ
て
数
多
く
の
純
文

時
代
の
遺
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
如

実
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
中
、
純
文
時

代
早
期
の
遺
跡
の
実
態
も
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

管
見
に
触
れ
た
純
文
時
代
早
期
の
遺
跡
を
列
挙
し
て
み
る

と
、
須
磨
区

・
境
川
遺
跡
、
中
央
区

・
宇
治
川
南
遺
跡
、
灘

区
・神
前
遺
跡
、
東
灘
区
・郡
家
巡
跡
御
影
中
町
地
区
、
同
・

岡
本
九
丁
目
遺
跡
、
芦
屋
市

・
山
芦
屋
遺
跡
を
あ
げ
る
こ
と

垂木状柱で組まれた住居祉 2l~

(図説世界文化史大系 1より)

図 3

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
灘
区

・
桜
ケ
丘
申
新
国
の
山
中
に
同

時
期
の
石
鉱
と
剥
片
が
散
布
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
も

遺
跡
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は

す
べ
て
押
型
文
の
段
階
の
も
の
で
、
い
ま
の
と
こ
ろ
そ
れ
以

外
の
早
期
の
遺
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
遺
跡
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
調
査
中
あ
る
い
は

未
報
告
の
遺
跡
が
大
半
を
占
め
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
こ
で
は
鍛

え
て
お
く
が
、
総
文
人
は
当
初
か
ら
六
甲
山
南
麓
に
集
落
を

か
ま
え
、
海
に
山
に
活
動
し
て
い
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
今
後
の
発
鋸
調
査
に
よ

っ
て
、
ま
す
ま
す
抑
制
文
時
代
の
遺
跡
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
し
、
六
甲
山
南
施
の
純
文
時
代
の
様
子
が
復
元
さ

れ
る
の
む
そ
う
速
い
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
文
貨

浅
間
俊
夫
)

。
編

か

勺

O 

者

す
昭
和
か
ら
平
成
ー
そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ

た

一
九
八
九
年
む
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
が
後

世
の
人
々
に
、
歴
史
上
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
が
さ
れ
る
の

か
興
味
深
い
気
が
し
ま
す
。

合
史
料
館
は
今
年
も
活
発
な
活
動
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
容
の
特
別
展
に
つ
づ
い
て
、
秋
の
特
別
展
「
む

か
し
の
川崎
呉
」
展
も
好
訴
の
う
ち
に
師、耶
終
了
し
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
九
九

0
年
度
b
、
史
料
館
の
活
動
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

台
史
料
館
で
は
、
今
後
も
充
実
し
た
活
動
を
つ
づ
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
な
か
で
い
っ
し
ょ
に
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。

[協

力

団

体

】

神
戸
市
教
育
委
民
会
/
神
戸
市
観
光
課
/
芦
の
芽
グ
ル
ー
プ

芦
屋
市
教
育
委
員
会
/
国
立
神
戸
商
船
大
学
/
東
灘
区
役
所

日
本
玩
具
博
物
館
/
御
影
高
校
地
底
部
/
本
庄
五
校
闘

神
戸
史
学
会
/
深
江
背
少
年
協
議
会
/
サ
ン
テ
レ
ビ

市
本
漢
文
化
セ
ン
タ
ー
/
大
丸
百
貨
底

深
江
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
/
明
石
市
立
天
文
科
学
館
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浩氏

除、東灘文化センター

卓氏道谷

宣1月

卓

友の会 第54回例会(参加者110名)

第 6 回f(，崖道を~く会案内匝!辺白人氏
友の 会第55回例会(参加者50名)

1m.. rニュ ジーランドと日本」

田辺良人氏

友の会 第56回例会(参加者77名)

パスツアー 「吉宗のふる里和歌山を訪ねる」

綿師回辺侭人氏

友の 会第57回例会(参加者70名)

見学会「東灘歴史散歩」 講師道谷

道谷史料館研究員

10月15日

10月23日

11月27日

東灘小学校 311一生(見学者 190名)

本山南小学校 3年生(見学者 107t，) 
友の 会第四回例会(参加者31名)

下11戸史学会第28回例会

nmii山「東灘区における考古学研究史についてJ
「保事の史的考察」 退谷 ~I氏

本庄小学校 3年生(見学者 181名)

本山第三小学校 3年生(見学者 127名)

御影北小学校 3年生(見学者 166名)

福池小学校 3年生(見学者 103名)

魚崎小学校 3年生(見学者 226名)

友の 会第59回例会(参加者20名)

史料館開設8周年記念 ・友の会総会

友の 会第60回例会 (参加者28名)

神戸史学会第29回相会

ffMtJii r雌業土木と地名」 片岡善也氏

「戦国武将 ・荒木村虫の史料」 瓦田

神戸こどもを守る会{見学者14名)

1989~予の特別展「菜種の歴史j 展 (-6 月 25日まで)

東灘区役所新規事F用者研修(見学者25名)

楠池小学校 6年生(見学者116名)

友の 会第62回例会(参加者80名)

「日本史の中の東濃J 出版記念樹首~会
道谷 .t;I氏 Jj士、販機文化センタ

友の 会第63回例会(参加者32名)

パスツアー「嬬州赤穂の旅」 制問1

友の 会第刷回例会(参加者81名)

パスツア 「柳生の盟を訪ねる」

E刊自li
友の会第65回例会(参加者80名)

輸出「ニュージーランドと日本」

田辺興人氏 B士、東灘文化センター

1989秋の特別展「むかしの段兵」展 (-11月26日まで)

友の会第66団例会(参加者61名)

第7回魚屋i且を歩く会案内望月

友の 会第67回例会(参加者120名)

見学会 「史跡ウオッチングJp"VJ師

友の会第68@]例会(参加者40名)

開花iir外から見た日本文化と判l戸」

田辺良人氏

小部東小字校 3年生(見宇者101名)

友の会第69el例会(参加者40名)

見学会「束漉歴史散歩J rrl!師道谷

浩氏望月1，1氏

I-!元年

1月18日

1月21日

1月22日

拙原正民氏

l月24日

1月28日

2月4日

2月16日

2月17日
3月5日

研修会への館員派遣

563. 10. 28 
63年度博物館協会第2回研修会

見学会 赤側市立海洋博物館

す，~!!市塩築資料館

背，~!!市民俗資料館

上郡町郷土資料館

(派遣館員研究員遊谷

H元 6.20 
元年度 1専物館協会総会 ・研修会

総会決算報告・事業計画

見学特別展 「中園、脂 ・長安の文

物」

(派逃館員

卓)

近谷1:1.UJ本文雄)研究貝

降

略
以

称

'
3

月
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A
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〈資料〉

法柏信明 ・除草器ft也4占/多聞万次郎 ・

ラジオ/山田芳郎 ・テープレコーダー/

岡田博 ・外套/消水久雄 ・蹴足/竹内孟

男 ・プイゴ/御影高校図位館 ・戦前朝日

新聞縮刷版/大西n英 ・かのこ他2点

卓氏

浩氏

Jj士、神戸市民生協会館

浩氏

昇氏

道谷

望月

望月

i江氏

田辺良人氏

i江氏

1;1氏

道谷

~，'.r.~ 

迫谷

- 12ー

3月12日

4月16日

4月29日

6月23日
6月211日

7月9日

i 
i 7月23日

9月23日

10丹7日

10月10日

U月5EI 

回
以
口
M

8

9
 

1

1

 

月
月

1

1

 

1

1

 

〈白籍〉

神戸市教育委員会 ・問方文m第五制第一

巻第二巻、神戸市文献史料5-9巻、写

真集神戸 I0 0年

鴻山俊雄 ・神戸の外国人他 71111

兵庫紙幣史編纂所兵庫紙幣史の研究9
"-'12号

東大阪市立郷土博物館 ・もめんいろいろ

他 3冊

城崎文芸館 ・城崎の英

尼崎文化財収蔵庫 ・尼崎の絵馬

落合賃借 ・ひょうごの地名再考

丹背総合研究所田園都市

尼崎市立地域研究史料館 ・地域史研究18
巻2号

神戸史談会 ・神戸史談230・238-265号
宝原市史資料室市史研究紀製たからづ

か 6号

西宮市立郷土資料館 ・西宮の歴史

野洲町立歴史民俗資料館 ・常設展示図録

高谷畠良 ・芦屋の山

兵庫県立歴史博物館 ・臨界日IJ刊号

芦摩市 ・芦鹿市文化財制査報告、戸邸市

水道通水五十年史

生田神地 ・生田神社史上、中、下

大阪人位歴史資料館 ・発禁告と言論出版

の自由{也2冊}

竹中大工道具館 ・竹中大工道具館展示解

説智他2冊


